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千代田の未来へ世代をつなぐ!!
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千 代 田 区 議 会 自 由 民 主 党

区政
レポート
平成30年度決算認定審査、
　　　　　賛成多数で可決！

池田

前号でお伝えしましたとおり相談窓口を開設いたします。

「池田とものり相談窓口」

令和2年 新年号
16 号第

池田とものりからのお知らせ池田とものりからのお知らせ

先ず、初回を行い、結果をもって今後の実施方法などを
検討したいと考えております。

普段、ふと気になったこと、これからの生
活の中で不安なこと、これだけは改善して
欲しいことなど、お気軽にご相談ください。
お待ちしております。

「プレミアム付商品券」を語る詐欺にご注意ください！
注意喚起

銀行員を名乗る男から電話があり、「プレミ
アム付商品券の代金が振り込まれた」「事件
がありキャッシュカードを交換するために取
りに行く」と告げられ、キャッシュカードを
詐取し、現金約100万円が引き出される事
案が他の自治体において発生しています。

プレミアム付商品券に関する金銭を区民に
対し振り込むことは絶対にありません。
同様の電話があった場合には、詐欺の可能
性がありますので、相手の質問に答えること
なく、すぐに110番通報してください。

千代田区安全・安心メールはご存知ですか？
登録をすることで千代田区商工観光課より上記
のような注意喚起のメールが届きます。登録方
法など、詳細は池田もしくは下記へ。

http://mail.bousai.city.chiyoda.lg.jp/top.html

千代田区安全・安心メール
（設定変更・配信停止・情報閲覧はこちら）

保健福祉部在宅支援課相談係
TEL：03-6265-6483

※詐欺にあわないためにも是非自動通話録
音機の設置をお勧めします。

　ご希望の方は池田もしくは
　下記問い合わせ先まで。

千代田区 商工観光課 消費生活センター

是非
ご活用ください。

災 害 時 要 配 慮 者 等 対 策 特 別 委 員 会

障害者週間（12月3日～9日）に、区民の皆さ
んがパラリンピック競技を体験するイベント
「Let’s play！パラスポーツちよだ」が開催され
ました。千代田区が競技会場（東京国際フォー
ラム）となるパワーリフティングをはじめ、車
いすバスケットボール、5人制サッカー（ブラ
インドサッカー）、ボッチャを体験。競技用義
足の着用体験では障がい者の方と交流し理解を
深めました。

オリンピックのマラソン・競歩は会場が変更され
ましたが、パラマラソンは千代田区内がコースに
入っています。ぜひ間近で声援を送りましょう！

11月の台風による豪雨災害の際、区内に一時避
難所を開設しました。訓練とは状況が異なり混
乱が生じたという報告があり、防災備蓄倉庫の
整備や要配慮者への対応が課題として残りまし
た。委員会では、災害時に福祉避難所に指定さ
れている区内4施設を視察し、法定非常電源な
どの状況を確認しました。引き続き現状や課題
等について調査、検討を行ってまいります。今後
は、実際の避難所施設を想定した図上訓練
（HUG）を各避難所でも行い、要配慮者への対
応等に取り組んでいく方針です。

オリンピック・パラリンピック対策特別委員会 報 告

報 告

千代田区六番町5-5
飯田ビル一階 相談ブース

場所

第3回定例会より継続審査となって

いた平成30年度各会計歳入歳出決

算を審議するため、決算特別委員会

が開かれました。

「区長の公私混同の指摘」「四番町

公共施設整備」「公文書のあり方」

について審議を行った結果、賛成多

数で可決しました。四番町公共施設

整備については、今後も区民の皆様

に経過報告や情報発信に努めるよう

に執行機関に強く申し入れました。

以上をもって議案第39号平成30年

度各会計歳入歳出決算は認定され

ました。

決算審査
報 告

令和2年2月5日（水）
18：00～21：00日時



TEL／FAX:03-3221-7892　mail：ikedatomonori.turu@gmail.com
〒102-0071 千代田区富士見2-15-8-902池田とものり事務所

池田とものりPROFILE

〈趣味〉けん玉（初段）・ボウリング・ドッヂビー（指導・審判員資格取得）

 公式ホームページでも最新の活動を随時配信中です！ www.ikedatomonori.net
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令和元年第4回
区議会定例会において 一般質問 を行いました！ 

TOKYO 自民党政経塾第10期生
自由民主党千代田区第十六支部支部長
平成27年4月　千代田区議会議員選挙　初当選（747）
平成31年4月　千代田区議会議員選挙　第2期目当選（726）

「地域文教委員会（常任委員会）」 「オリンピック・パラリンピック対策特別委員会」「災害時要配慮者等対策特別委員会」副委員長 「区議会だより編集委員会」編集委員

★昭和44年10月28日、麹町で生まれる　★昭和51年 麹町保育園卒園　★昭和57年 麹町小学校卒業　★昭和60年 麹町中学校卒業　★昭和63年 日本大学第二高等学校卒業
★平成4年 日本大学商学部会計学科卒業　★平成6年 「フルーツエリア鶴」に就職、祖父鶴三、父清の後を継ぎ、三代目つるさんに　★平成20年度・21年度 麹町小学校PTA会長
★平成25年～平成29年 共立女子学園後援会副会長　★平成29年度・30年度 共立女子中学高等学校PTA会長　★平成30年度 共立女子中学高等学校後援会会長

現在 有限会社八百鶴商店 取締役
★平成15年～26年・30年～ 千代田区スポーツ推進委員　★平成26年～ 千代田区ドッヂビー協会会長　★平成28年～ 千代田区相撲連盟顧問
★令和元年 千代田区ラグビー・フットボール協会理事

千代田区型多世代交流の方向性について
多世代交流食堂について

地域活動を支えているボランティアについて

一人暮らしや高齢者、そして子ども
たちの孤食の解消のために、多世
代交流食堂「かがやキッチン」が、
平成30年より開設されています。
現在は「かがやきプラザ」でのみ運
営されていますが、本来は区民が
気軽に利用できる第三の居場所と

して地域にあることが理想と考えます。
平成24年から始まったと言われる子ども食堂は
年々増加していて、現在は全国で少なくとも
3,718か所が運営されています。「子ども」と名付
けられていますが、実際には「子ども専用」ではな
く、子どもからお年寄りまで様々な方たちが参加
する「多世代交流拠点」として運営されているとこ
ろが多いようです。なかには参加者の9割が高齢
者というところもあるそうです。

残念ながら「子ども食堂とは、貧しい子どもを集め
て食事をさせるところ」という誤解が根強くあり、
利用をためらう方もいるようです。
本来は、経済的貧困というよりも心の貧困を解決
する場所であるべきです。地域の目で見守ること
で、子どもたちの健全な育成を促したり、高齢者が
安心して利用できたりする地域交流拠点として考
えてみてください。
核家族化が進む本区でも、千代田区型多世代交
流食堂が各地域で必要ではないかと考えます。地
域の人たちが集まり、みんなで食べることの楽しさ
を感じられる場所、忙しいお母さんたちがホッとで
き、お年寄りが子どもたちと触れ合える場所、それ
が地域交流拠点としての多世代交流食堂です。
多世代交流食堂はまた、SDGsの精神ともつなが
ります。SDGsのメインスローガンは「だれ一人と
りのこさない世界の実現」です。次世代を担う子ど
もたちのために、そしていつまでも住み続けられる
にぎわいのあるま
ちづくりのため
に、本区でも各所
管が連携して取り
組む必要があると
考えます。

平成28年1月にオープンした高齢者サポートセン
ターでは、地域ボランティアの方により様々な世
代の交流が図られています。この3年間で5,000
人以上の方が参加、500人以上の方がボラン
ティアとして活躍されています。課題とされてい
るのが地域ボランティアの人材育成です。すでに
大学と連携を図り、各事業で学生ボランティアが
活躍はしていますが、区としてもサポートする仕

組みが求められるのではないでしょうか。民間企
業やNPO団体も地域貢献、社会貢献を望んでい
ます。

子どもや高齢者の孤食の解
消と、次世代の担い手となる

子どもたちの健全育成を目指す地域交流
の場として、千代田区型多世代交流食堂
への全庁的な取り組みを求めます。

池田 多世代交流食堂は子どもや高齢者の孤食の
解消のみならず、子どもの健全育成や地域コ
ミュニティづくりにも寄与するものと考える。
今後、高齢者の日常生活をさまざまな場面
で支える仕組みづくりが必要である。

回答

「ひだまりホール」の
　活用について

子どもからお年寄りまで多世代が交流する
機会や場を提供し、地域のつながり、地域力
を高めることが重要。地域に関心を持つ新
たな活動者の発掘や育成を含め、区政にお
けるボランティアとの協働をより具体的に検
討していく。

地域ボランティアの人材育
成についての現状と課題の

認識、民間企業やNPO団体との連携の強
化について本区としての支援策などは。

池田

回答

区や社会福祉協議会が実施する事業だけで
なく、さまざまな主体による多世代交流活動
が展開されるよう検討していく。

かがやきプラザ内のひだまりホール
を、もっと気軽に多世代交流の場と

して活用できるよう検討を求めます。

池田

回答

多世代交流の場として社会福祉協議会が管理運
営を行っています。区のホームページには「日常
的に子どもから高齢者まで多世代が交流する場
と機会を提供する」と紹介されていますが、場所
が高齢者総合サポートセンター内ということで、
多世代交流イベント以外では入りづらいようで
す。高齢者だけでな
く、誰もが利用しや
すい場にしてはいか
がでしょうか。

NPO法人全国こども食堂支援センター・
むすびえHPより

子ども食堂の全国箇所数


